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研究成果の概要（和文）：東南アジア地域での欧州語との接触や混成現象を対象にベトナム語，マレーシア英
語，チャバカノ語，クリスタン語を取り上げ，記述研究や言語文化保存と継承などを調査した．ベトナム語にお
けるフランス語のレガシーに関しベトナム本国とアメリカ合衆国のベトナム人コミュニティ―を調査しフランス
語起源語の世代間の受容差や，フィリピンのスペイン語クレオールのチャバカナ語の自然会話録音を行い，分析
した．マレーシア英語の調査やマレーシアのポルトガル語クレオールのコーパス構築，マカオのポルトガル語ク
レオールのパトゥワ語についての研究協力も行った．将来的な展開の土台を形成することが出来，成果はすべて
WEBを通じて公開した．

研究成果の概要（英文）：We studied the contacts with European languages and the mixed varieties in 
the Southeast Asian region, taking Vietnamese, Malaysian English, Chabacano and Kristang in order to
 investigate, besides the description, the linguistic and cultural preservation and transmission in 
the community. For the legacy of French language in Vietnamese, we have done field investigation in 
Vietnam and in a Vietnamese community of the United States of America and have reached some 
conclusion about the different acceptance of French words between the generations. We also analysed 
the recording of natural conversation in Chabacano, Spanish Creole of the Philippines, besides a 
study about Malaysian English, a trial construction of the linguistic corpus of a Portuguese Creole 
of Malaysia and the research partnership about a Patois language in Macao, another Portugueses 
Creole. We succeed in making the foundation of prospective development in this field and we 
published all the results through Web pages.

研究分野：ロマンス言語学

キーワード： 言語接触　ポルトガル語クレオール　スペイン語クレオール　危機言語　言語的レガシー　少数言語　
クリスタン語　チャバカノ語
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 (1) 少数言語の記述研究：研究代表者の黒
澤と分担者の富盛は東京外国語大学学内共同
利用施設である「語学研究所」をひとつの拠
点として1990年代から本課題に関連のある少
数言語文化の継承について研究グループを組
織し、特にロマンス語系言語（スイス・イタ
リア・アルプス地域のラディン語、ロマンシ
ュ語、フリウリ語、またイベリア半島のガリ
シア語、アストゥリアス語、ミランダ語など）
では、歴史的記述に社会言語学的視点を加え
た研究活動を開始していた。その成果は語学
研究所の刊行物をはじめ活発な発信を行って
きた。この研究は上の成果と組織を活用して
いる。 

(2) 地域言語の形成と接触・混成現象の研
究：平行して学外の研究組織では「日本ロマ
ンス語学会」で代表者、分担者ともに専門研
究領域であるロマンス語系言語の記述研究に
あたり、関連する分野で言語接触、クレオー
ル研究、言語文化の社会言語学的分析などの
研究発表を行ってきた。分担者・協力者の荻
原との共同研究はこの学会活動から生まれ、
フィリピン島嶼地域における先住民少数言語
のクレオール化現象の社会言語学的研究を含
む本研究課題の企画の実現が可能となった。 

(3) 国家語の歴史的形成と言語教育研究から
の視点：いわゆる国家標準語の教育と地域言
語の相克問題からの示唆も大きく、代表者・
分担者が参加する「外国語教育学会」では国
家語のみならず少数言語を含む言語教育政策
に関わる研究活動を推進しており、分担者の
富盛による母語としてのロマンシュ語教育と
ヨーロッパにおける早期外国語教育の研究、
また、ベトナム語・ベトナム語教育、ベトナ
ムの少数言語研究を専門とする分担者の田原
は他にフランス語及びロシア語との接触地域
の干渉現象の研究を研究課題としてきた。 

(4) アジア地域をまたがる言語文化的継承現
象の記述研究：分担者の富盛は2011年12月に
東京外国語大学において少数言語の研究と教
育に関する国際シンポジウム「豪州における
先住民語教育と日本の少数言語教育」を企画
し、オーストラリアのノーザンテリトリーか
らアボリジニー語の話者6名を含む海外研究
者を招聘し研究交流を行った。加えて、アイ
ヌ語、マリ語などの研究者・教育者からも危
機言語の社会言語学的分析を踏まえた言語文
化の継承の問題が論じられ、貴重な研究交流
の成果を得た。さらに，2013年3月には国際シ
ンポジウム「外国語教育と異文化間教育」を
企画開催し、言語教育と文化コミュニケーシ
ョン能力の教育について理論的な議論を深め
た。特に、本課題研究の構想は、パネリスト
のマレーシア・マラッカからKristang語の言語
運動家・伝承者であるJoan Marbeck女史を中心
に、マカオ大学からMario Nunes教授、ブラジ
ルからPierre Guisan教授らとの交流から生ま
れた。ポルトガル語との接触により生じた各
地の混成言語の記述研究、言語の保存復興、
文化的アイデンティティーの継承の研究が急
務であること、世界的にも研究者が少なく日

本からの寄与を期待しているという問題提起
は本プロジェクトの企画につながった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第１に、東南アジア諸語
地域において数世紀にわたる、ポルトガル語、
スペイン語、フランス語、英語等ヨーロッパ
系言語と基層言語との接触や混成現象を経て
形成された言語変異の個々の記述研究を通し
て、この言語域に特有な歴史的変化の特質を
把握することである。第２に、東南アジア諸
語のなかでも顕著な様相を示す地域をとりあ
げ、言語文化的継承に関わる問題を分析する
ことにより、理論的にはアジア諸語に限らな
い世界各地の少数者言語地域に適用しうる包
括的社会言語学的知見を得ることである。第 
３に、特に東南アジアの少数言語地域に強く
見られる言語文化保存・継承と少数言語教育
の試みを臨地調査し、現地の当事者との協働
により、危機的状況にある言語に有効に働き
うる人為的・環境的要件を抽出する。以上の
課題を有機的に関連付けて動態的に解析し、
その成果を国内外の研究集会やWeb 上で一般
社会に還元する。 
 
３．研究の方法 

(1) 以下の２つのテーマに関し、共同して計画
を遂行する： 
テーマA（東アジア諸国における言語接触・混
成現象に関する研究）； 
テーマB（東アジア語圏の言語文化の継承研究
と社会言語学的理論化の研究） 

(2) 基礎的現地調査の実施：必要に応じ現地研
究協力者を得ながら，研究連携関係諸国の大
学等に研究参加者を派遣し、言語接触や混成
現象に関するデータ収集と臨地調査を行う。 

(3) 干渉現象の分析に必要となる、対象地域の
インフォーマントにアンケート調査を行い，
特にKristangの場合には話し言葉コーパス構
築のための準備作業や口語データの収集を行
う。 

(4) 研究成果発信のため研究連携大学や研究
代表者の所属する大学を中心に国際あるいは
国内の研究集会を開催し、成果をWebや刊行物
等を通し学術的かつ社会的に還元する。 
 
４．研究成果 
（１）ベトナム語におけるフランス語のレガ
シィ（田原洋樹担当）：ベトナム語には、比
較言語学上で語族が異なるフランス語を起
源とする語彙群があり、その数は、フランス
植民地時代に入ってきた語、さらにはフラン
スからの独立後に取り込んだ科学技術語彙
などおおむね 1000語と考えられている。本
研究では、戦中戦後の社会変化や世界「英語
化」の流れを考慮しつつ、フランス語起源語
について考察した。 
ベトナム語の語彙には漢越語とフランス語
起源語がある。前者は từ Hán Việtと呼ばれ
る、漢語に起源を持つ語で、政治経済および
社会科学に関する語彙のおおよそ 6割を占め
る。他方で、フランス語に起源を持つ語は từ 
gốc Phápと総称され、フランス植民地時代に



持ち込まれたフランス語がそのまま、あるい
はベトナム語化されて定着した語である。し
かし、近年、フランス語起源語はベトナム人
の若者には「通じない」ことがあり、純粋ベ
トナム語への置き換えが進んでいると推察
される。他方で、ベトナム国内、とりわけ南
部の壮年や老人（サイゴン陥落以前に出生し、
旧ベトナム共和国で成長した者）や、アメリ
カ合衆国カリフォルニア州の「リトルサイゴ
ン」と呼ばれる地区のベトナム系住民のコミ
ュニケーションでは引き続き多くのフラン
ス語起源語が使用されている。研究では、日
常生活で用いるフランス語起源語や 1975 年
以前には一般的に使用され、現在は使用され
ていない語をリストアップし、フランス語起
源語が与える印象などをベトナム本国やア
メリカ合衆国での現地調査を通じてさまざ
まな方法で検証、考察した。その結果、使わ
れていない語群には「そのものがなくなっ
た」名詞が多く、さらにその消失の理由は技
術革新と戦争およびその後の社会変化を推
定することができる。戦争を含めて社会変化
によって消失した語と、ベトナム語に同義語
があり、かつフランス語起源語よりもベトナ
ム語が好まれる語に関しては、純粋ベトナム
語への置き換えを奨励する言語政策も関係
している。意識的に会話にフランス語起源語
が好まれている領域の語を盛りこむと、60
代の国内在住女性には懐古趣味だと指摘さ
れ、30代の国内在住女性からは「老人と話し
ているみたいだ」との感想を得たという。 
  このように、フランス語に起源を持つ語は
科学技術分野の専門用語のみならず、ベトナ
ム人の日常生活において欠かすことができ
ない基本語彙として溶け込んでいる。純粋ベ
トナム語への置き換えができない語や、多く
のベトナム人がフランス語起源語だと気づ
かずに使っている語もあり、その定着度の深
さもうかがえる。他方、フランス語起源語を
意図的に多用する行為には、御洒落やハイカ
ラな印象を与えるのみならず、自分がフラン
ス語に明るい中流ないし上流社会に属する
人間であることをさりげなくアピールする
意味合いもあり、往時のサイゴンの言語動態
を考える上で興味深い。 
 （２）チャバカノ語調査とフィリピンにお
ける言語状況（荻原寛担当） 
  フィリピンは、国語としてのタガログ語
と、学校教育を受けていれば習熟度の差はあ
っても英語とのいわゆるバイリンガルであ
り、さらに、非タガログ語地域では、現地の
土着言語が加わった、トライリンガル以上の
多言語使用状況が普通である。本研究では、
特に、この第 3極に属するスペイン語クレオ
ール言語のチャバカノ語の変種であるカビ
テ語とテルナテ語について現地調査を行い，
採取された自然会話データを分析しただけ
でなく，英語とタガログ語の間に生じる混成
言語であるタグリッシュについても考察を
加えた。 
  英語とタガログ語のバイリンガリズムの
システムが十全に機能するためには、英語で
の意思疎通がほぼ完璧であることが前提に
なる。しかし、習熟程度は一定ではないので、
そうした中でタグリッシュ Taglish というタ
ガログ語Tagalogと英語Englishが混ざり合っ

た言語形式が生まれた。最初は、教育を受け
た人々が自然科学用語として造語されたフ
ィリピノ語（タガログ語）は使い勝手が悪い
として、フィリピノ語の学術的な文脈に、使
い慣れた英語語彙を単純に挿入していたも
のが、バイリンガル教育方針の決定を契機に、
ラジオやテレビを通じて民衆の間に急速に
広まった。名称も当初は「まぜこぜ」を意味
する halo-halo だったのが、Engalog を経て
Taglishとなった。英語を主としてタガログ語
を混ぜるタイプと、タガログ語を主として英
語を混ぜるタイプの 2つに大別されるが、ク
レオールのように 2つの言語の文法体系のう
ち最も複雑な部分を互いに簡略化し、一方の
言語を母体（基層）に、他方の言語は語彙を
供給する lexifier（上層）にして融合し、叙述
部を中心に新たな文法体系を生み出すので
はなく、英語とタガログ語の間で行われるコ
ード・スイッチングにより生じる、その場限
りの言語形式である。しかし、タグリッシュ
と英語の併存状況が続いているのは、英語習
熟度の低い学習者への補助言語としての役
割があるのと、タグリッシュの使用が与える
親近感であるという。 
  2016年 2月、同年 5月、同年 10月の 3回
に分けて、カビテ市とテルナテで、英語がど
の程度チャバカノ語に影響を与えているか
の調査を行った。第 1回目は他の研究テーマ
による以前の現地調査から 17 年の歳月が経
っていたため、調査協力者へのコンタクトの
再構築にほとんどの時間を割かなければな
らず、本格的な調査は第 2回目と第 3回目で
行った。対象者および収録時間の少なさを勘
案しても、カビテ語はテルナテ語に比べて圧
倒的に英語の影響が少なく、英語の混在も名
詞に限られているのは、テルナテ語のほうが
存続の危機が薄いこと、すなわち小さな閉鎖
的な町で外部の人間と接する機会がカビテ
市に比べて少ないだけでなく、対象者たちが
テルナテ語をアイデンティティーとして強
く意識し、強固な保護運動グループを結成し
ていることに関係している可能性もあなが
ち否定できない。一方、カビテ市は市庁所在
地であり、マニラ首都圏とマニラ湾を隔てて
互いに遠望できる距離にあり、住民もタガロ
グ語話者がほとんどである。そのため、言語
環境はマニラ市内とほぼ変わらなく、その分、
英語やタグリッシュに接する機会が多い。こ
のことから様々なパターンの混在が見られ
た可能性が高いことなどが研究から明らか
になった。 
（３）アジアにおけるポルトガル語とその文
化継承 Kristang 語（富盛伸夫担当） 
  本研究ではアジアに渡来し定着したポル
トガル人たちの残したHeritageとLegacyにつ
いて、マレーシア・マラッカ地域に現在まで
伝えられる Kristang語とその周辺についてケ
ーススタディーとして研究した。マラッカの
人々が自分の使用する言語に対する名称は
多様で、最も一般的な語は Kristangで、ポル
トガル語 «Cristão» に由来するといわれる。
これに対して、«Portugues di Melaka» (英：
Malacca Portuguese)「マラッカのポルトガル
語」というフラットな表現も使われる。ただ
し、本国からの言語規範が強く働いてこなか
ったため、ポルトガル語の変種である、と言



うにはマレー語や中国語からの影響が顕著
である。他に，«Linggu Mai» (Mother Tongue) 
「母なる言葉」や、Papia (「話す」)を付けて 
«Papia Kristang» あるいは、マレー語（bahasa 
Melayu）の「言語」を付けて、«Bahasa Serani» 
などの呼び方がある。Bahasa Gerago 「エビ
コトバ」という表現が用いられることもある
が、エビ漁で生計を立ててきたポルトガル系
Eurasian の人々の話す言葉ほどの意味だろう。
話者自身は単に Portugis「ポルトガル（系言）
語」ということが多い。研究では，ユネスコ
などの危機言語に関する扱いなどを参考に
して、マカオで伝承されているパトワ語など
とともに、ポルトガル本国との関係、言語人
口、話者世代、他言語との接触、使用地域、
言語の生命力、規範性、言語リーダー、言語
的求心力、研究状況、文化活動、料理の伝統、
公的援助、言語教育、保存・継承活動、など
の点から考察された。 
（４）マレーシア英語，クリスタン語コーパ
スデータベースの構築，少数言語の調査（野
元裕樹，黒澤直俊担当） 
  研究ではマレーシア英語についてはマレ
ー語の統語論や形態論などとの関係で研究
が行われた。マレーシアのポルトガル語クレ
オールである Kristang語については，すでに
印刷された資料などを中心に電子化し，コー
パスを構築し始めている。この手法は，研究
代表者の黒澤がポルトガル辺境地域の，すで
にほぼ絶滅状態にあるアストゥリアス・レオ
ン諸語のリオノール語に対して行った研究
方法を援用している。 
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